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付図６．抗うつ薬の代償によるＢＺＤの減薬の治療経緯
（名古屋市立大学病院） ベンゾジアゼピン（ＢＺＤ）のジアゼパム換算及び

抗うつ薬のイミプラミン換算は、
「向精神薬の等価換算」（稲垣・稲田、１９９９年）による
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○名古屋市立大学病院こころの医療センターでのＢＺＤの減薬治療は、

抗うつ薬（ミアンセリン及びミルナシプラン）を併用し、離脱症状を軽減させて、
ＢＺＤを減薬・断薬し、その後、抗うつ薬を減薬する方法によるＢＺＤ減薬治療
が施行された。

○使用された抗うつ薬は、ミアンセリン（商品名テトラミド）及びミルナシプラン
（商品名トレドミン）で、抗うつ薬の基準薬イミプラミンと等価換算して表示した。

入院期間にＢＺＤを増量調整して離脱症状を押さえ、一定期間量を維持した後、ＢＺＤを減薬し、
その後、抗うつ薬を減薬した。

入院加療期間

①コンスタン１ｍｇ＝ジアゼパム６．２５ｍｇに相当
②リーゼ １ｍｇ＝ジアゼパム０．５ｍｇに相当
③セレナール１ｍｇ＝ジアゼパム０．２５ｍｇに相当

④テトラミド１ｍｇ＝イミプラミン２．５ｍｇに相当
⑤トレドミン１ｍｇ＝イミプラミン１．５ｍｇに相当

mg/日

凡例 ＢＺＤの１日当たり投与量（ｍｇ/日）：左軸

抗うつ薬の１日当たり投与量（ｍｇ/日）：右軸

減薬線

原審が完治したと

判断した時期


